
第６学年４組 社会科授業案

指導者 林 茂 男

１ 日 時 平成２０年６月１０日（火） 第５時限 ６の４教室

２ 単 元 源頼朝と鎌倉幕府 （本時６／８）

３ 単元目標

（１）源平の戦い、鎌倉幕府の始まり、元との戦い等について、関心をもち、源頼朝が平氏打倒の兵を挙げた

出来事など具体的事例について、自分なりに課題をもち、調べようとする意欲をもつ。（関心・意欲・態度）

（２）源平の戦い以後、鎌倉幕府が力をつけた理由や、元との戦い以後、幕府の力が弱まっていった理由につ

いて考えることができる。（思考・判断）

（３）年表や歴史的な絵画、イラストなどの資料を効果的に活用し、武士の時代が始まった頃の戦いや政治、

文化についてレポートにまとめ、発表することができる。（技能・表現）

（４）源頼朝を中心とした武士が貴族に代わって政治を始めたことや、朝廷の反乱や元との戦いとその後の様

子、室町時代に民衆の動きや新しい文化が生まれたことを理解することができる。（知識・理解）

４ 単元について

「歴史」学習の開始にあたって、歴史人物カルタを行い歴史学習の楽しさを教えた。歴史に親しみを感じて

きた子どもたちは、昔の人々の生活や昔の出来事に興味をもって学習している。また、古くから栄えた牟呂校

区の遺跡や古墳を見学したり、修学旅行で見学する奈良について調べ学習をしたりして、歴史をより身近に感

じることができている。この単元では平清盛や源頼朝などの行動や考えを理解しながら、鎌倉幕府の仕組みに

ついて考え、政治の実権を握った武士や少しずつ成長してきた民衆との間に新しい文化が生まれ、それは現在

の生活にもつながっていることに気づきかせたい。また、絵図や写真の資料を見て気づいたことを発表し合う

ことで、歴史的事実を読み取る力を育て、自分の考えを進んで発表したり、話し合ったりすることで一人一人

の歴史認識の向上を図りたい。本学級では、発言力のある S.O 男や M.K 男が、積極的に発言することができ

る。他の子どもたちも自信をもって発言させ、話し合いに意欲的に臨めるようにしていきたい。

５ 単元構想（８時間完了）

・貴族に仕える武士は、どんな人だろう？（きれいな服を着ていない。）

・領地を守る武士は、何をしているのだろう？ （農村に住み、弓矢や馬に乗る練習をしている。）

・源氏と平氏は、どんな戦いをしたのだろう？

・源頼朝、源義経、平清盛は、どんな人物だろう？ ・平氏は、なぜ滅んだのだろう？

・源頼朝と源義経とは、なぜ争うようになったのだろう？

・一所懸命とは、どんな意味だろう？

・「ご恩と奉公」の関係とは、何だろう？ ・武士が、幕府からもらったものは何だろう？

・元の兵士と武士の戦い方のちがいは、何だろう？ ・幕府に対して、なぜ武士は不満をもったのだろう？

・金閣と銀閣のちがいは、何だろう？

・雪舟の気分になって、墨絵を体験してみよう。

６ 本時の指導

（１）目 標

・ 元寇によって「ご恩と奉公」の関係がどのようにくずれていったのかについて、自分なりの考えをも

つことができる。（思考・判断）

（２）指導にあたって

本時では、「元との戦い」の絵から、元の兵士や日本の武士の戦いの様子について、気づいたことを発表

しながら、幕府に仕える武士が、ご恩（領地）をもらうために一所懸命に奉公していることを理解させた

い。また、元寇による武士の負担も大きく、奉公に報いるご恩が与えられない幕府とそれに不満をもつ武

士との間で強い結びつきがくずれ、政治の実権が室町幕府の武士へと代わっていくことにも着目させたい。

（３）準備

教師… 資料「元との戦い」 武士と鎌倉幕府（武士）顔の絵 OHC 児童… ワークシート

元の来襲で、鎌倉幕府の力が弱まったのは、どうしてだろう。① （本時）

武士とは、どんな人だろう。①

源氏と平氏について調べて、発表しよう。③

鎌倉幕府は、どのようにして武士をしたがえたのだろう。①

室町のころ、どんな文化がうまれたのだろう。②



（４）展 開

時間 学 習 活 動 ※支援・留意点

１５

２５

４０

１ 本時の学習課題をつかむ。

※一人の気づきを全員で確認できるように、ＯＨＣで絵図

２「元との戦い」の絵図を見て、元の をテレビ画面に拡大する。

兵士と日本の武士の戦う様子につい ※K 男やＴ子にも声をかけ、多くの子に発表せ、学習への

て気づいたことを発表する。 意欲づけを図りたい。

武器

＜武器＞

＜服装＞

＜戦い方＞

※社会科資料集 P.３７「元軍のよろい」で確認させる。

３ 戦いの結果について知る。 「てつほう」についてはどんな兵器か補足説明をする。

４ 元寇後の幕府と武士の関係につい ※元寇はその後も計画されたが、元の国内事情や外国の

て考えたことをワークシートに書い 抵抗などにより、２回で終わったことを説明する。

て発表する。

５ 本時の感想をワークシートに書く。

※鎌倉幕府はこの後どうなっていくだろう

かと疑問を投げかけ、次時の学習につな

げる。

※自分の考えがもてない児童には、友達の

考えの中で、どれがよいか考えさせる。

評価（方法）観点

元の来襲で、鎌倉幕府の力が弱まったのは、どうしてだろう。

元の兵士と日本の武士は、どのような戦いをしたのだろう。

＜日本の武士＞

・弓は長く使いこなすには力が必要

馬に乗っている。

・重いよろい 重さは数十ｋｇ

・名前を名乗り、一対一で戦う戦法

＜元の兵士＞

・弓は短い 矢には毒

・「てつほう」大きな音

・動きやすいよろい

・集団で攻めこむ戦法

＜武士の働き＞

・手柄をたてるために、激しく

戦う（奉公）。・石るいを築く。

＜自然の助け＞

・暴風雨によって元の船が沈む。（文永：新

暦１１月２６日）（弘安：新暦８月２３日）

元は、日本を征服したのだろうか。

元との戦いの後、武士や幕府はどうなっていったのだろう。

＜武士の考え＞

・戦ったのだから領地がほしい。

・戦いの出費で生活も苦しい。

・領地がもらえないなら幕府の

の命令を聞かないぞ。

＜幕府の考え＞

・元を追い返したが、手柄をたてた武士に

与える領地（ご恩）がなくて困った。

・幕府も困っているが、武士たちを何とか

助けることはできないかな？

ご恩と奉公の関係がくずれ、武士は幕府に不満をもった。

元の来襲よって、鎌倉幕府の力が弱まった理由について、

自分の考えをもつことができたか。

（発言・ワークシート）

A:「ご恩と奉公」の関係がくずれたからと根拠を明確に

つかんで、自分の考えをもつことができる。

B:他の児童の考えを参考にしながら、自分の考えをもつ

ことができる。
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